
映像伝送システムを利用した情報収集・伝達の実証訓練の概要

【大雨・地震災害への対応(利用イメージ)】

○大雨による土砂災害や地震による道路損壊の状
況を映像情報として災害対策本部に伝送。

○災害対策本部では、被災映像を確認しつつ、適切
な出動命令や救助要請を決定 等

【災害対策本部】

出動命令

無線機（基地局）

【道路損壊現場】

【土砂崩落現場】

無線機（移動局）

大雨により土砂
崩落が発生。
民家が倒壊。

地震により県道が損傷。
大型車は通行不可。

□□隊に
出動命令しよう

××消防局に
ヘリコプター救助
を要請しよう

救助要請

◇串本町で実施される訓練の様子を撮影し、公共ブロードバンド移動通信システムを利用して、町消防防災センターへリアルタイム伝送。
◇和歌山県情報ハイウェイ「きのくにe-ねっと」を通じて、串本町から和歌山県庁の災害対策本部室へ映像を伝送。
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